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このマニュアルでは次の表記規則を使用します。
規則 | 意味 |
---|---|
太字 | 太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。 |
斜体 | イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダー変数を示します。 |
固定幅フォント | 固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。 |
この章では、このガイド(『WebLogicメッセージング・ブリッジの構成と管理』)の内容と構成について説明します。
このドキュメントは、任意の2つのメッセージング製品間、つまりWebLogic JMSの個々の実装間やWebLogic JMSと別のメッセージング製品間で相互運用を実現するための転送メカニズムとして、WebLogicメッセージング・ブリッジを構成および管理するシステム管理者向けに書かれています。また、WebLogic Serverを評価するビジネス・アナリストや、特定のアプリケーション用にWebLogic Server JMSの使用を考えているシステム設計者にとって便利な情報も掲載しています。
ここでは、Java Platform, Enterprise Edition (Java EE)でのプログラミングおよびJMSの概念に精通している読者を対象としています。このドキュメントでは、WebLogic Serverで提供される付加価値の高い機能と、WebLogic Serverにおけるメッセージング・ブリッジの構成および管理機能の主な使い方を重点的に扱います。
メッセージング・ブリッジの構成と管理に関連するトピックについては、以下のドキュメントを参照してください。
このドキュメントの他にも、様々なサンプル・コードやチュートリアルがJMS開発者向けに用意されています。サンプルとチュートリアルではWebLogic Server JMSの動作が例示され、主要なJMS開発タスクを実行する実際的な手順が示されています。
独自のEJBを開発する前に、まずJMSサンプルの一部またはすべてを実行することをお薦めします。
MedRecはWebLogic Serverに付属したエンドツーエンドのサンプルJava EEアプリケーションであり、一元的で独立した医療記録管理システムをシミュレートします。MedRecアプリケーションには、患者、医師、および管理者に対して、様々なクライアントを使用して患者のデータを管理するフレームワークが用意されています。
MedRecはWebLogic ServerとJava EEの機能を例示し、Oracle推奨のベスト・プラクティスを重要点として示します。MedRecはWebLogic Server配布キットに含まれており、Windowsマシンの「スタート」メニューからアクセスできます。Linuxなどのプラットフォームでは、WL_HOME
\samples\domains\medrec
ディレクトリからMedRecを起動します。WL_HOME
は、WebLogic Platformの最上位のインストール・ディレクトリです。
MedRecには、Webアプリケーション、Webサービス、ワークフロー・アプリケーション、および将来のクライアント・アプリケーションからのリクエストを処理する複数のEnterprise Java Bean (EJB)で主に構成されるサービス層があります。このアプリケーションには、メッセージドリブンEJB、ステートレス・セッションEJB、ステートフル・セッションEJB、およびエンティティEJBが含まれます。
このリリースで導入されたWebLogic Serverの新機能の一覧については、『Oracle WebLogic Serverの新機能』を参照してください。
この章では、WebLogicメッセージング・ブリッジのコンポーネント、概念および機能について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
WebLogicメッセージング・ブリッジとは、複数のWebLogic JMSの実装間、およびJMSと他のメッセージング製品間で相互運用できるようにするための転送メカニズムです。メッセージング・ブリッジを使用すると、以下の範囲に渡るメッセージング・アプリケーションを統合できます。
メッセージング・ブリッジ・インスタンスでは、対になったソース宛先とターゲット宛先の間でメッセージを転送します。これらの宛先は、ソース・ブリッジ宛先と対象ブリッジ宛先の対にマップされます。メッセージング・ブリッジにより、ソース・ブリッジ宛先からメッセージが読み取られ、ターゲット・ブリッジ宛先に転送されます。WebLogic JMSおよびサード・パーティのJMS製品間については、WebLogic Serverに用意されているJava EEコネクタ・アーキテクチャ(JCA)準拠のリソース・アダプタを使用して、ソース宛先およびターゲット宛先と通信します。図2-1を参照してください。
『Oracle WebLogic Server JMSのプログラミング』の説明に従って、ソース・ブリッジ宛先およびターゲット・ブリッジ宛先としては、「キュー」、「トピック」、または「分散宛先」のいずれかを指定できます。メッセージ・フィルタ、トランザクション・セマンティクス、接続の再試行ポリシーなどのサービス品質(QOS)を任意で指定することもできます。メッセージング・ブリッジを構成すると、ブリッジのトラフィックを必要に応じて一時的に中断する、構成したすべてのブリッジの状態をモニターする、といった管理タスクを管理コンソールから簡単に行えます。
以下の節では、メッセージング・ブリッジを使用するために必要なリソースについて説明します。
メッセージング・ブリッジではJCAリソース・アダプタを使用して、構成済のソースJMS宛先およびターゲットJMS宛先と通信します。ブリッジでソースJMS宛先およびターゲットJMS宛先と通信できるようにするには、サポートされているリソース・アダプタをそれぞれの宛先に関連付けます。アダプタのJNDI名は、リソース・アダプタのデプロイメント記述子の一部として構成されています。表2-1を参照してください。
展開形式または.rar
ファイルの形で、様々なタイプのJMS宛先用リソース・アダプタが用意されています。展開形式では、リソース・アダプタのデプロイメント記述子のパラメータ(たとえば、ブリッジ・インスタンスで利用可能な接続の最大数を指定する、接続ファクトリのmax-capacity
など)を簡単に変更できます。
サポートされているリソース・アダプタは、WL_HOME
\server\lib
ディレクトリにあります。次の表2-1でこれらのアダプタについて説明します。
表2-1 メッセージング・ブリッジ・リソース・アダプタとJNDI名
アダプタ | JNDI名 | 説明 |
---|---|---|
jms-xa-adp | eis.jms.WLSConnectionFactoryJNDIXA | トランザクション・セマンティクスに
注意: このアダプタをデプロイする前に、「複数のWebLogicドメインの相互運用の構成」を参照して具体的なトランザクションの構成要件とガイドラインを確認してください。 |
jms-notran-adp | eis.jms.WLSConnectionFactoryJNDINoTX | トランザクション・セマンティクスは提供されません。必要なQOSが「最大1回」または「重複可」の場合に使用します。必要なQOSが「最大1回」の場合、 注意: 非トランザクション・セッションで使用される確認応答モードの詳細は、『Oracle WebLogic Server JMSのプログラミング』のWebLogic JMSに関する項を参照してください。 |
メッセージング・ブリッジは、ブリッジ宛先にマップされる2つの実際の宛先を接続します: メッセージの受信元であるソース宛先と、メッセージの送信先であるターゲット宛先です。
JMSメッセージング製品(WebLogic JMS実装またはサード・パーティのJMSプロバイダ)の場合、メッセージング・ブリッジにマップする実際のソースJMS宛先および対象JMS宛先ごとにJMSブリッジ宛先のインスタンスを構成します。JMSブリッジ宛先のインスタンスでは、WebLogicドメイン内のブリッジのソース宛先およびターゲット宛先に対してユニークな名前が付けられます。また、特定の宛先との通信に使われるアダプタの名前、そのアダプタに渡すプロパティ情報(「接続URL」、「接続ファクトリのJNDI名」など)も定義され、任意でユーザー名やパスワードを指定することもできます。Oracle WebLogic Server管理コンソール・ヘルプのJMSブリッジ宛先の作成に関する項を参照してください。次を参照してください:
メッセージング・ブリッジ・インスタンスは、構成済みのソース・ブリッジ宛先およびターゲット・ブリッジ宛先と通信します。ソース宛先とターゲット宛先との各マッピングに対して、メッセージング・ブリッジ・インスタンスを構成する必要があります。これは、ターゲット宛先が別のWebLogic JMS実装であっても、サード・パーティ製JMSプロバイダであっても同様です。各メッセージング・ブリッジ・インスタンスは、マッピングするソース宛先とターゲット宛先、メッセージ・フィルタリング・セレクタ、サービスの品質(QOS)、トランザクション・セマンティクスおよび各種再接続パラメータを定義します。Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプのメッセージング・ブリッジ・インスタンスの作成に関する項を参照してください。
以下の節では、管理コンソールを使用してメッセージング・ブリッジを構成および管理する方法について説明します。
メッセージング・ブリッジの作成手順には以下のタスクがあります。
管理コンソールを使用すると、適切なリソース・アダプタをデプロイし、一部の属性値を設定して、メッセージング・ブリッジを作成できます。使用する環境に合うように、メッセージング・ブリッジの設定変更が必要な場合もあります。Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプのメッセージング・ブリッジ・インスタンスの作成に関する項を参照してください。
管理コンソールを使用したメッセージング・ブリッジの管理で通常必要になるタスクは以下のとおりです。
この章では、メッセージング・ブリッジを設計、構成およびチューニングする方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
以下の節では、メッセージング・ブリッジを使用すべき状況について説明します。
メッセージング・ブリッジの使用により、リモートの宛先に対する高可用性が実現します。ストア・アンド・フォワード・メッセージング機能を使用すると、ローカル・クライアントでローカルの宛先を作成し、その宛先のメッセージをリモートの宛先が利用できるときに自動的にリモートの宛先に転送できます。そのため、リモートの宛先が利用できないときにもローカル・クライアントでメッセージの生成を続けられます。「メッセージングの永続性」を参照してください。
WebLogicメッセージング・ブリッジを使用して、以下の製品間のストア・アンド・フォワード・メッセージングに対する管理ソリューションを実現できます。
メッセージング・ブリッジは、WebLogic Serverリリースで利用できる分散トピック機能のように、トピックをレプリケートできます。その結果、スケーラビリティが向上し、高可用性が実現する場合があります。(分散トピックの使用方法は、『Oracle WebLogic Server JMSのプログラミング』の「分散宛先の使用」を参照)トピックのレプリケーションは、ブリッジで1つのトピックをサブスクライブしてそのトピックのメッセージを別のトピックに転送する、つまり実質的には同じメッセージ・ストリームを持つ2つのトピックを作成することによって実現されます。Oracle WebLogic Server管理コンソール・ヘルプのメッセージング・ブリッジ・インスタンスの作成に関する項を参照してください。
以下に説明する状況では、メッセージング・ブリッジを使用しないようにします。
表3-1にWebLogicメッセージング・ブリッジを使用すべき状況と他の転送技術を使用すべき状況についてまとめます。
WebLogicメッセージング・ブリッジでは、3種類のQOSレベルがサポートされます。
「1回以上」
を指定すると、メッセージの転送中に発生したネットワーク障害やサーバーのクラッシュにより、そのメッセージの複数のコピーがリモートのエンドポイントに現れることがあります。 場合によって、ブリッジに構成したサービス品質をターゲット宛先では提供できないことがあります。そのような場合、QOSDegradationAllowed
フラグを指定して、サービス品質が低下できるようにブリッジ・インスタンスを構成します。Oracle WebLogic Server管理コンソール・ヘルプのメッセージング・ブリッジ・インスタンスの作成に関する項を参照してください。
ストア・アンド・フォワード・メッセージング機能を利用すると、ローカルJMSクライアントでローカルの宛先へのメッセージを作成し、それらのメッセージをリモートの宛先が利用できるときに自動的にリモートの宛先に転送できます。こうしたメッセージは、そのターゲット宛先が再起動されたときにブリッジによって転送されます。メッセージング・ブリッジでは次の場合に、ターゲット宛先へのメッセージが格納されてから転送(ストア・アンド・フォワード)されます。
アプリケーションのメッセージがトランザクション内にある場合、「必ず1回」のセマンティクスを保持するために、永続ストアへのメッセージの保存は必ずそのユーザー・トランザクションの一環として行われます。また特に、メッセージの永続ストアからの削除は、アプリケーションでトランザクションのロールバックが決定された場合にトランザクション・ロールバックの一環として行われます。一方、転送はアプリケーション・トランザクションの一環としては行われません。トランザクションがコミットされるまで、トランザクション・メッセージは送信エージェントによって転送されません。トランザクション内では、メッセージの順序はメッセージが送信された時間に基づいて保持されます。
メッセージの順序を確実に指定するには、メッセージ順序単位を構成します。『Oracle WebLogic Server JMSのプログラミング』のメッセージ順序単位の使用に関する項を参照してください。
weblogic-ra.xml
記述子ファイルのmax-capacity
属性を調整して、各リソース・アダプタに関連付けられた接続ファクトリの容量を変更することを検討してください。通常、max-capacity
属性の値は、少なくともブリッジ・インスタンス数の2倍にする必要があります。たとえば、割り当てられているメッセージング・ブリッジ・インスタンスが10個までの環境においては、max-capacity
属性は20に設定されているのは適切な設定です。ブリッジ・インスタンスを15個に増やす場合には、max-capacity
属性の値を30まで増やします。
注意: メッセージ・ブリッジ・アダプタのinitial-capacity 値を変更しないでください。ブリッジ・インスタンスがResourceAllocation エラーで機能しなくなることがあるため、initial-capacity 値をゼロ(デフォルト)に設定することをお薦めします。 |
次の手順で、weblogic-ra.xml
記述子ファイルを変更します。
例3-1 weblogic-ra.xml記述子ファイルのサンプル
PreserveMsgProperty
を設定すると、ブリッジ・インスタンスによってメッセージが転送されるときに、メッセージ・ヘッダー内にメッセージのプロパティを保持できます。旧リリースでは、ターゲット宛先へのメッセージの転送時に使用される接続ファクトリのデフォルト配信モード
属性から、メッセージのプロパティが継承されます。デフォルト配信モード
が「永続」に設定されていると、非永続メッセージが永続メッセージとして転送されて、パフォーマンスが大幅に低下します。
PreserveMsgProperty
を有効にすると、ブリッジによって、受信された非永続メッセージは非永続メッセージとして、永続メッセージは永続メッセージとしてターゲット宛先に転送されます。Oracle WebLogic Server管理コンソール・ヘルプのメッセージング・ブリッジ・インスタンスの構成に関する項を参照してください。
メッセージング・ブリッジ・インスタンスの動作は以下のガイドラインによって決まります。
PreserveMsgProperty
が有効になっていません。この設定では、前のリリースと同じ転送動作が行われます。 PreserveMsgProperty
はデフォルトで無効になっています。 PreserveMsgProperty
が有効になっています。メッセージのプロパティは、表3-2のように保持されます。 メッセージング・ブリッジでは、メッセージのJMSXUserID
がメッセージング・ブリッジの境界を越えて開示されることはありません。JMSXUserIDとは、メッセージの送信者であるユーザーを識別するシステム生成プロパティです。オラクル社が発行しているJMS仕様(http://www.oracle.com/technetwork/java/jms/index.html
)を参照してください。
メッセージング・ブリッジを使用して、「分散宛先」との間で送受信できます。以下の構成をお薦めします。
メッセージング・ブリッジのチューニングの主な目的は、メッセージングの全体的なパフォーマンスの向上です。処理速度を高速に保つことも重要ですが、これは数あるパフォーマンス関連の要素の1つにすぎません。パフォーマンスには他にも、信頼性、スケーラビリティ、管理容易性、モニター、ユーザー・トランザクション、メッセージドリブンBeanのサポート、アプリケーション・サーバーとの統合などの要素が影響します。『Oracle WebLogic Serverパフォーマンスおよびチューニング』のWebLogicメッセージング・ブリッジのチューニングに関する項を参照してください。
この章では、別のリリースのWebLogic Server上にあるJMS宛先へのWebLogicメッセージング・ブリッジを使用したアクセスや、外部プロバイダへのアクセス時に適用する相互運用のガイドラインについて説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
メッセージング・ブリッジを使用して、WebLogic Serverの別のリリースおよび他のWebLogic ServerドメインにあるJMS宛先にアクセスするには、以下の相互運用に関するガイドラインを適用します。
注意: 別のリリースのWebLogic Serverを実行する2つのドメイン間の通信にメッセージング・ブリッジを使用する場合、メッセージング・ブリッジは最新のリリースのWebLogic Serverを使用しているドメインで実行するように構成することをお薦めします。 |
サポートされている構成や、WebLogic Serverの現行バージョンと旧リリースとの間の互換性に関する最新情報は、『Oracle WebLogic Serverの新機能』のサポートされている構成およびWebLogic Serverの互換性に関する項を参照してください。
複数のドメインが関わる場合、1つの命名規則がすべてのWebLogic Serverデプロイメントに適用されます。詳細は、『Oracle WebLogic Server JMSの構成と管理』の統合とマルチドメインのベスト・プラクティスに関する項を参照してください。
ドメイン間の相互運用の構成は、QOSに基づきます。
2つのWebLogicドメイン間のトランザクション・メッセージ(「必ず1回」のQOSを使用)を処理するには、次のガイドラインを使用して相互運用を構成します。
プロセスで使用されるすべてのドメインに関して、クロス・ドメイン・セキュリティおよびセキュリティの相互運用モードの構成を統一します。どちらの設定もドメイン・レベルで設定されるため、ドメインがクロス・ドメイン・セキュリティとセキュリティの相互運用モードの両方が設定された混在モードになる可能性があります。詳細は、次を参照してください:
jms-xa-adp.rar
は、Oracle WebLogic Server管理コンソール・ヘルプのリソース・アダプタのデプロイに関する項で説明されているように、メッセージング・ブリッジが実行されているドメインにデプロイします。 eis.jms.WLSConnectionFactoryJNDIXA
を指定します。 メッセージング・ブリッジで、2つのWebLogicドメイン間で相互運用するための特別なセキュリティの構成要件はありません。ただし、ドメイン間での通信をより安全にする必要がある場合、クロス・ドメイン・セキュリティを構成できます。
注意: プロセスで使用されるすべてのドメインに関してクロス・ドメイン・セキュリティの構成を統一します。つまり、すべてのドメインがクロス・ドメイン・セキュリティを使用する(または、適切な例外リストに含まれる)か、どのドメインについてもクロス・ドメイン・セキュリティを有効にしないかのいずれかにします。詳細は、次を参照してください:
|
サード・パーティ製のメッセージング・プロバイダと相互運用するメッセージング・ブリッジを構成する際は、次のように構成する必要があります。
CLASSPATH
にプロバイダのCLASSPATH
を指定します。 PATH
を、WebLogic ServerシステムのPATH
に追加します。(この変数は、使用しているオペレーティング・システムによって異なる)。 JMSBridgeDestination
インスタンスの以下の属性に、ベンダー固有の情報を指定します。 注意: ソース・ブリッジ宛先およびターゲット・ブリッジ宛先が同じリソース・マネージャ上にある(つまり、リソース・マネージャのXAリソースを使用しているグローバル・トランザクションをブリッジで転送する)場合、メッセージング・ブリッジでは「必ず1回」のサービス品質は提供されません。たとえば、MQ Seriesの使用中は、ソース・ブリッジ宛先およびターゲット・ブリッジ宛先に対して同じキュー・マネージャを使用することはできません。 |
JMSブリッジ宛先に関する他の属性の構成については、Oracle WebLogic Server管理コンソール・ヘルプのJMSブリッジ宛先の作成に関する項を参照してください。
この章では、WebLogicメッセージング・ブリッジに関するよくある質問(FAQ)に対する回答を紹介します。
ソース・ブリッジ宛先のパラメータの構成でエラーが発生したか、実際のソース宛先が動作しておらずメッセージング・ブリッジと通信できないかのいずれかと考えられます。
注意: ここではソース・ブリッジ宛先の接続障害を想定していますが、ターゲット・ブリッジ宛先の接続障害にもこの手順を適用できます。 |
通常、メッセージング・ブリッジはすべてのメッセージを転送します。一部のメッセージが転送されない場合は次の理由が考えられます。
はい - 「WebLogic Serverの別のリリースとの相互運用」を参照してください。
メッセージング・ブリッジでWebLogicドメイン間のトランザクションを処理するには、以下を追加で構成する必要があります。
Exactly-once
QOSについては、コンソールで「デプロイメント」>「コネクタ」ノードを選択して、トランザクション・アダプタjms-xa-adp.rar
をブリッジが実行するドメインにデプロイする必要があります。 jms-xa-adp.rar
アダプタは、ソース・ブリッジ宛先およびターゲット・ブリッジ宛先の「JMSブリッジ宛先」>「構成」タブの「アダプタのJNDI名」属性でeis.jms.WLSConnectionFactoryJNDIXA
として識別される必要もあります。 複数のリリース間で相互運用する場合の「必ず1回」のQOSの使用については、「WebLogic Serverの別のリリースとの相互運用」を参照してください。
はい - 管理コンソールの「メッセージング・ブリッジ」→「構成」→「全般」ページで「QOSデグラデーション」
チェック・ボックスを選択すれば可能です。
ブリッジがソース・ブリッジ宛先およびターゲット・ブリッジ宛先と通信できるようにするには、それぞれの宛先を適切な.rarアダプタに関連付けます。jms-xa-adp.rarトランザクション・アダプタの場合は、ソース・ブリッジ宛先およびターゲット・ブリッジ宛先の「JMSブリッジ宛先:構成」タブの「アダプタのJNDI名」属性でeis.jms.WLSConnectionFactoryJNDIXAとして識別される必要があります。
注意: 「ブリッジ・アダプタが見つかりませんでした」のメッセージが1回だけ表示される場合、特に問題がないこともあります。しかし、このメッセージが繰返し表示される場合は、アダプタのデプロイメントと、ソース・ブリッジ宛先およびターゲット・ブリッジ宛先で使用されているアダプタのJNDI名を確認する必要があります。 |
ブリッジ・リソース・アダプタの詳細は、「リソース・アダプタ」を参照してください。
ソース宛先およびターゲット宛先が両方ともWebLogic Serverインスタンスで動作している場合、「アダプタ・クラス・パス」フィールドは空白のままにします。サード・パーティのJMSプロバイダに接続する場合、ブリッジ宛先はWebLogic ServerのCLASSPATH
にそのプロバイダのCLASSPATH
を指定する必要があります。
メッセージング・ブリッジのデバッグは、以下のいずれかの方法で有効にできます。
メッセージング・ブリッジのデバッグを有効にすると、デバッグ・メッセージはデフォルトではサーバー・ログに送信されます。デバッグ・メッセージを管理コンソールに表示する場合は、上記の文に「DumpToConsole
」を追加します。例:
メッセージング・ブリッジの状態をモニターする際は、次の表5-1を参考にして対処方法を判断してください。詳細は、「メッセージング・ブリッジ・インスタンスの管理」を参照してください。
表5-1 メッセージング・ブリッジのモニター状態
説明 | アクション |
---|---|
警告: ソース・アダプタが見つかりませんでした | アダプタがデプロイされているか、またはソースJMSBridgeDestinationインスタンスのJNDI名が正しいかどうかを確認します。 |
警告: ターゲット・アダプタが見つかりませんでした | アダプタがデプロイされているか、またはターゲットJMSBridgeDestinationインスタンスのJNDI名が正しいかどうかを確認します。 |
両方のアダプタが見つかりました - 接続を作成しています | なし |
警告: 管理者によって停止されました | なし |
警告: ソース・アダプタの検索に失敗しました | アダプタがデプロイされているか、またはソースJMSBridgeDestinationインスタンスのJNDI名が正しいかどうかを確認します。 |
警告: ターゲット・アダプタの検索に失敗しました | アダプタがデプロイされているか、またはターゲットJMSBridgeDestinationインスタンスのJNDI名が正しいかどうかを確認します。 |
2つのアダプタが見つかりました - 接続を作成します | なし |
警告: ソースへの接続に失敗しました |
|
ソースに接続しました | なし |
警告: ターゲットへの接続に失敗しました |
|
ターゲットに接続しました | なし |
メッセージを転送しています | なし |
警告: 接続に失敗しました - あとで再接続します | ソース・ブリッジ宛先およびターゲット・ブリッジ宛先が正常に動作しているかどうかを確認します。 |
各ブリッジ・インスタンスの実行時MBean (MessagingBridgeRuntimeMBean
)を使用する方法があります。WebLogic Serverの実行時MBeanでは、ドメイン・リソースに関する特定の時点での情報が提供されます。ドメインの特定のリソース(メッセージング・ブリッジなど)がインスタンス化されると、そのリソースについての情報を収集するMBeanのインスタンスが作成されます。
MessagingBridgeRuntimeMBean
には、現時点でString
(「Active」または「Inactive」)を返すgetState()
メソッドと、より詳細な情報が格納されたString
を返すgetDescription()
メソッドがあります。ブリッジ実行時MBeanの名前は、WebLogic Serverインスタンス名とブリッジ名で構成されます。mybridgeというブリッジがmyserverというWebLogic Serverインスタンスで実行されている場合、ブリッジ実行時MBeanの名前はmyserver.bridge.mybridgeとなります。
詳細は、次を参照してください:
はい。メッセージング・ブリッジを使用して、分散宛先との間で送受信できます。以下の構成をお薦めします。
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